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ごあいさつ

当第 2四半期業績について

代表取締役社長

武 井　均

　株主の皆さまにおかれましては日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。第

41期第2四半期決算のご報告をさせていただくにあたりごあいさつ申し上げます。

　当社グループでは、現在、第8次中期経営計画を推進しています。計画の最終年次にあ

たる第41期においては、「クラウドコンピューティングに対応する高付加価値技術戦略の

推進（質の転換）｣、「サービス・サポート品質の向上」、「経営基盤の更なる強化」を重点

施策に掲げ、その着実な実現に向けて取り組み、当第2四半期の経営成績としまして、計

画を上回る利益を計上することができました。今後につきましても、計画した目標を達成

することにより、企業価値の増大を図ってまいる所存でございます。

　株主の皆さまには何とぞ一層のご指導、ご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

　当第2四半期連結累計期間におけるわ

が国経済は、期の前半は中国などの主要

新興国も含めた世界的な景気減速や円高

の長期化などの要因により、輸出や生産

が落ち込みましたが、期の後半に入り、

海外経済の緩やかな回復や11月以降の

円高調整等を背景に生産が持ち直すなど

景気の先行きに改善の動きが見られまし

た。

　このような環境下、当連結グループは

第8次中期経営計画の最終年次の課題に

取り組みました。

　当第2四半期連結累計期間の経営成績

につきましては、中核のフィールドサポ

ート事業が堅調に推移し、また、オフィ

スシステム事業及びソフトウェアサポー

ト事業においても事業採算が改善した結

果、売上高は58億9千4百万円（前年同

四半期比1.3％減）、利益面では、営業

利益は4億1千1百万円（同33.4％増）、

経常利益は4億1千9百万円（同33.6％

増）、四半期純利益は2億4千1百万円（同

71.2％増）と増益となり、計画も上回

ることができました。

トップメッセージ
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売上高

四半期（当期）純利益

経常利益

総資産／純資産

連結財務ハイライト
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売上高 経常利益

四半期純利益 純資産

5,894百万円（前年同四半期比1.3％減　計画比1.8％減） 419百万円（前年同四半期比33.6％増　計画比23.4％増）

241百万円（前年同四半期比71.2％増　計画比23.9％増） 3,243百万円（前期末比190百万円増）
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第8次中期経営計画の位置づけ

ビジネスユニット
拡大

コーポレート
ガバナンス強化

第 5・ 6・ 7次中期経営計画 第 8次中期経営計画

ＩＴ第四の波（利用環境変化）への対応
事業戦略と人材戦略一体化

ユーザー起点のマルチベンダー推進

経営品質向上

営業力強化

技術力強化

財務基盤強化

収益構造の変革

グループ力強化

ホップ ジャンプステップ

第8次中期経営計画基本方針

ＩＴの技術変革（利用環境変化）への対応
事業戦略と人材戦略の一体化を推進し、ＩＴ技術の変革と、利用の変化に対応できる人材育成と顧客起点のメニュー開発
を推進する

マルチベンダーの推進
顧客起点のマルチベンダーサービスを推進する（ハード保守 ＋ システムソフトウェア）

企業価値の増大
収益力を強化するとともに、コーポレートガバナンスの充実を図り企業価値の更なる拡大を目指す

ポジション

経営品質

戦 略

変革へのロードマップ

第8次中期経営計画について

当社グループは、現在第8次中期経営計画（第39期～第41期）を推進しています。これまでの第5次から第7
次中期経営計画を一つの長期経営計画と捉え「ホップ」、「ステップ」、「ジャンプ」期間として取り組み、仕上げ
の第7次中計では着実な成果を挙げることができました。これに続く、第8次中期経営計画では、「クラウドコン
ピューティング」に代表される「IT変革の第四の波」という大きな環境変化をビジネスチャンスと捉え、計画を
着実に実行し、新たなるステージへの飛躍をはかります。
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フィールドサポート事業 オフィスシステム事業 ソフトウェアサポート事業

売上高構成比 売上高構成比 売上高構成比

第2四半期概況 第2四半期概況 第2四半期概況
　「量の拡大」（第一のエンジン）を図る
とともに「質の転換」（第二のエンジン）
として、CE（カスタマーエンジニア）
のSE化並びに仮想化技術者の増強を図
り、仮想化案件の獲得増に取り組みまし
た。
　事業業績としましては、学校市場及び
民間市場のICT関連受注を着実に獲得
し、売上につなげるとともに、採算管理
に努めた結果、売上高は36億6千1百万
円（前年同四半期比3.6％増）、営業利
益は3億8千9百万円（同17.5％増）と
増収、増益となりました。

　直接販売の強化、顧客ニーズに即した
Webビジネス（Net2B）の推進による
受注拡大並びに当社の有する様々なICT
関連サービス＆サポートを提供するワン
ストップの商談推進に取り組みました。
　事業業績としましては、OAサプライ
における大口顧客の売上減などにより減
収となりましたが、採算管理の徹底、受
発注業務のWeb活用によるコスト低減
を図った結果、増益となり、売上高は
16億3千7百万円（前年同四半期比3.2
％減）、営業利益は3千5百万円(同17.4
％増)となりました。

　市町村をはじめとしたサポート案件の
受注拡大、生産性向上によるコスト削
減、見積精度の向上並びにプロジェクト
マネジメントシステムの運用強化による
サポート品質の向上に取り組みました。
　事業業績としましては、受注活動の強
化に努めましたが、前期の大型の市町村
サポート案件の反動もあり、売上減とな
りましたが、コスト統制に努めた結果、
利益面では改善することができ、売上高
は5億9千6百万円（前年同四半期比
20.0％減）、営業損失1千3百万円（前
年同四半期は営業損失5千3百万円)とな
りました。

ハードウェアの保守サービス、ネットワ
ークシステムの設計・施工・運用管理サ
ービスの提供とネットワークシステムに
関わるIT機器販売を行っております。

オフィスの設計・施工サービス、OAサ
プライ用品等の販売を行っております。

ソフトウェアの開発・サポート・運用
保守サービスを提供しております。

売上高 36億61百万円

営業利益 3億89百万円

売上高 16億37百万円

営業利益 35百万円

売上高 5億96百万円

営業損失 13百万円

62.1% 27.8% 10.1%

事業部門概況
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社員の資格所有数は、2,203件

国内外で取得した主な認証・規格

数々の保有資格と、認証取得は技術と品質の証です。

情報処理技術者、第1種電気工事士、
1級建築士、建築施工管理技師など

■ ISO 14001:2004

国家公的資格 【392件】

環境対応

メーカー資格 【1,074件】

品質マネジメント

ベンダー資格 【737件】

情報セキュリティ対策

FUJITSU、Apple、 HP 、EPSON、Canon、
IBM 等の各認証資格

■ ISO 9001:2008

Cisco、Microsoft、ORACLE、Redhat、
CompTIA、VMware等の各認証資格ほか

■ ISO/IEC27001:2005（ISMS）
■ プライバシーマーク

の
強み

（平成25年1月20日現在）

ワンストップでコンピュータの
トータルサービスを提供します

ネットワーク総合
サービス

オフィスシステム
サービス

トータル保守
サービス

お客さまのニーズに迅速かつ適切にお応えできる
「オフィス空間」と「情報システム環境」のエンジ
ニアリングを提案、お客さまの経営効率向上、知
的生産性の飛躍的アップを目標に、オフィスデザ
インのベストパートナーとして多彩なサービスメ
ニューをご提案いたします。

お客さまの確かなご満足のために、サポートから運用まで、
お客さまと共に歩みながら自信の持てる未来を創造します。
自治体・学校など業種に特化したサービスから、Web環境、
ネットワ―ク構築まで幅広いサービスを提供し、お客さま
の様々な問題を解決するためにご支援させていただきます。

小規模LANから地域ネットワークまで規模の大小にかか
わらずお客さまの視点にたってシステムを構築し、サポー
トします。
常にお客さまと同じ視点で、お客さまのビジネスにおける
様々な業務を適切にとらえ、システムのインフラをご一緒
に構築していくのがウチダエスコのやり方です。

マルチベンダーの草分けとして永年多彩なノウハ
ウを蓄積してきたスペシャリスト集団です。常に
将来を見据えた技術的見地からお客さまに納得し
ていただけるシステムトータル保守サービスの維
持管理を行います。

　　　  の事業と特徴

ソリューション
サービス

5
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シンクライアント＋アプリケーション配信によるシステム構築
お客様概要  :都内の総合大学
導入事例

①ReadCacheシステムの概要

②アプリケーション配信システムの概要

導入背景・課題
■ パソコンの経年劣化とともに起動時間の増大と動作
の鈍化

■ 台数増による管理負荷の増加

お客様のご要望
快適なIT教育環境の実現
　起動時間の短縮と管理負荷を低減したい
教室の有効活用
　 CBT（全国会場型随時試験）やMOS（Microsoft 

Office Specialist）試験の会場としても活用したい
ライセンスの有効活用
　必要最低限のライセンスを効率よく利用したい

構築のポイント
①ネットブート型シンクライアント： 
　Citrix Provisioning Server＋Read Cache
■ 複数のパソコンを同一の環境に揃える場合に最適
■ 一度読み込んだ起動OSイメージをパソコン側HDD
内にキャッシュさせることでネットワーク負荷とサ
ーバ稼働負荷を大幅低減

②アプリケーション配信システム：
　Microsoft Application Virtualization（App-V）
■ クライアントで使用のアプリケーションを仮想化、
パソコンへのインストールをすることなく配信アプ
リケーションを利用

■ アプリケーションのインストール、セッティング、
アップデート、サポート、復旧、削除などの管理コ
ストを大幅削減

導入の効果
■ 「シンクライアント＋アプリケーション配信」によ
るパソコン教室の快適な利用環境が実現

■ 最小限のライセンス、資産の有効活用、管理者負荷
の軽減等によるTCOの大幅削減

資源の有効活用と管理コストの大幅
削減で快適なIT教育環境を実現!!

1回目の起動時 2回目以降

IOサーバ vDisk IOサーバ vDisk

起動時にサーバから取得したデータを
キャッシュ用パーティションにコピー

ローカルに保存したキャッシュを読
み込んで起動
サーバにはアクセスしない

① 配信するアプリを作成
し、アプリケーション
配信サーバに保存

App-Vサーバ
▶アプリケーション配信

A B C

A B C

A B C B C A C AB

APPSV-1 APPSV-2

シーケンサ
▶配信アプリの作成

既存AD
▶アカウント情報

1307教室 7101教室 7102教室 7103教室 7104教室

③ 起動できるアプリケーシ
ョンを教室毎に管理する

② アプリケーション
をストリーム配信

App-Vクライアント
▶仮想アプリケーション実行

6
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連結貸借対照表 （単位：百万円）

期　　別

科　　目

当第2四半期
連結会計期間末

（平成25年1月20日現在）

前期末比
（平成24年7月20日比）

資産の部
流動資産 6,072 △183
　現金及び預金 3,030 208

　受取手形及び売掛金 2,580 △471

　その他 461 79

固定資産 1,683 28
　有形固定資産 1,044 △20

　無形固定資産 79 △14

　投資その他の資産 558 64

資産合計 7,755 △154
負債の部・純資産の部

流動負債 3,625 △351
　支払手形及び買掛金 1,094 △550

　短期借入金 310 0

　前受金 1,055 50

　その他 1,165 149

固定負債 886 6
負債合計 4,512 △344
株主資本 3,242 187
　資本金 334 ―

　資本剰余金 300 ―

　利益剰余金等 2,608 187

その他の包括利益累計額 0 2
純資産合計 3,243 190
負債及び純資産合計 7,755 △154

連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

連結損益計算書 （単位：百万円）

期　　別

科　　目

当第2四半期
連結累計期間
自  平成24年7月21日
至  平成25年1月20日

前第2四半期
連結累計期間
自  平成23年7月21日
至  平成24年1月20日

営業活動によるキャッシュ・フロー 336 △122

投資活動によるキャッシュ・フロー △73 △56

財務活動によるキャッシュ・フロー △53 △53

現金及び現金同等物の増減額 208 △232

現金及び現金同等物の期首残高 2,821 2,838

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,030 2,606

期　　別

科　　目

当第2四半期
連結累計期間
自  平成24年7月21日
至  平成25年1月20日

前第2四半期
連結累計期間
自  平成23年7月21日
至  平成24年1月20日

売上高 5,894 5,969
売上原価 4,095 4,296
売上総利益 1,799 1,673
販売費及び一般管理費 1,388 1,364
営業利益 411 308
営業外収益 10 6
営業外費用 2 1
経常利益 419 313
税金等調整前四半期純利益 408 313
法人税、住民税及び事業税 201 118
法人税等調整額 △34 53
四半期純利益 241 141

連結財務諸表（要旨）

（注）1. 百万円未満は切り捨て表示　　2. 財務諸表の詳細は、当社のホームページ（http://www.esco.co.jp)「IR情報」に掲載しています。
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自己資本比率
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第2四半期

資本金
資本剰余金
利益剰余金等
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（単位：百万円）
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自己資本の推移
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第2四半期

ROE
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8.5
6.5

10.0 9.8

22.0 21.6 21.6
19.0

15.2

10.2
9.1

7.8

第38期第36期
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15.3

10.7

ROE（自己資本当期純利益率）／ROA（総資産経常利益率）

（第41期第2四半期指標は経常利益、当期純利益について第2四半期累計期間実績を2倍に年換算
して算出しています。）

当第41期第2四半期　7.1％

当第41期第2四半期末　41.8％
（前期末比　3.2ポイント向上）

当第41期第2四半期
ROE15.3% ROA10.7％

当第41期第2四半期末　32億43百万円
（前期末比　1億90百万円増）

経営指標グラフ

8

010_0050701602504.indd   8 2013/03/12   15:24:48



トピックス TOPICS
　業容拡大並びに業務効率化を目的に本社を移転し、
平成25年3月11日（月）より業務を開始しました。
　新本社は、東西線 ｢木場駅｣ から徒歩3分という
利便性に富んだ立地で、これを機に社業の更なる発
展を目指してまいります。
新住所：東京都江東区木場五丁目8番40号
　　　　東京パークサイドビル

　環境変化に対応し得る体制の確立に向け、グループ
経営基盤の強化および間接部門の集約化による経営効
率の向上を図ることを目的とし、当社連結子会社である
㈱ユーアイ・テクノ・サービスと同じく連結子会社であ
る㈱エスコ・アシストが平成25年1月21日付けで合併
しました。
　合併方式は㈱ユーアイ・テクノ・サービスを存続会
社とする吸収合併とし、㈱エスコ・アシストは解散しま
した。

本社の移転

　アップル社の正規サービスプロバイ
ダとして20年以上にわたる実績を踏
まえ、平成23年9月よりアップル社の
「iPhone」、「iPad」、「iPod」の「iOS
製品」の修理事業を全国11ヵ所の営
業・保守サービス拠点にて展開してい
ます。
　ご好評を得て、取扱い件数も順調に
拡大しています。引き続き、サービス
向上に努め、更なる取扱い増を目指し
てまいります。

　クラウドコンピューティング市場に
対応出来る仮想化技術者の増強を図っ
ています。
　サーバー等の仮想化技術資格の
「VCP」（VMware 認定プロフェッシ
ョナル）資格取得者は第41期上期だ
けでも24名が取得、総数41名となり
ました。
　第8次中計最終年度の当期末には目
標である総勢52名の資格者数を目指
します。

仮想化技術者の増強
【仮想化技術（VCP）資格者数推移】

連結子会社の合併
名　称 株式会社ユーアイ・テクノ・サービス

所在地 千葉県浦安市北栄一丁目10番4号

代表者 代表取締役社長　久保　博幸
代表取締役専務　平岡　良明

事業内容 電算室総合運用管理、ソフトウェアの開
発・販売、労働者派遣事業

アップル社iOS製品修理の取扱い拡大

第39期 第40期

計　画

第41期
上期

第41期
下期
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札幌営業所

仙台営業所
盛岡 FSS
秋田 FSS
郡山 FSS

東京支社
浦安テクニカルセンター
つくば営業所
大宮営業所
千葉営業所
横浜営業所
厚木営業所

福岡営業所
熊本 FSS
沖縄 FSS

大阪事業所
名古屋営業所
神戸営業所
福井 FSS
姫路 FSS

広島 FSS
高松 FSS
松江 FSS

本社・東京事業所
多摩営業所

高崎 FSS
新潟 FSS
長野 FSS
宇都宮 FSS
柏 FSS
静岡 FSS

会社概要 （平成25年1月20日現在）

役　員 （平成25年3月20日現在）

株式の状況 （平成25年1月20日現在）

発行可能株式総数……………… 14,400,000株
発行済株式総数…………………… 3,600,000株
株主数……………………………………… 424名

商 号 ウチダエスコ株式会社
（UCHIDA ESCO Co.,Ltd.）

設 立 昭和47年11月16日

資 本 金 334百万円

本社所在地 東京都江東区佐賀一丁目6番2号
（平成25年3月10日　東京都江東区木場
五丁目8番40号に移転）

代 表 者 代表取締役社長　　武井　均

従 業 員 数 500名（連結グループ）

決 算 日 毎年7月20日（年1回）

株　主　名 持株数
（千株）

議決権比率
（％）

株式会社内田洋行 1,239 34.47

ウチダエスコ持株会 266 7.40

株式会社内田洋行IT
ソリューションズ 265 7.37

株式会社大塚商会 180 5.01

セイコープレシジョン 
株式会社 80 2.23

竹田　和平 70 1.95

關　昌 64 1.78

竹内　ひろの 52 1.45

丸田　稔 42 1.17

髙橋　信雄 39 1.09

会社情報・株式情報

ウチダエスコネットワーク
（平成25年3月20日現在）

大株主 （平成25年1月20日現在）

所有者別分布状況
金融機関 2名 0.47%
証券会社 10名 2.36%
その他の国内法人 24名 5.66%
外国法人等 8名 1.89%
個人その他 379名 89.39%
自己株式 1名 0.23%

1～999株 116名 27.36%

1,000～4,999株 219名 51.65%

5,000～9,999株 35名 8.26%

10,000～49,999株 46名 10.85%

50,000～99,999株 4名 0.94%

100,000～999,999株 3名 0.71%

1,000,000株以上 1名 0.23%

所有者株式数別分布状況

代 表 取 締 役 社 長 武 井 　 　 均

取締役常務執行役員 久 保 　 博 幸

取締役常務執行役員 長 岡 　 秀 樹

取締役常務執行役員 北 村 　 　 正

取 締 役 執 行 役 員 藤 岡 　 伸 吉

取 締 役 執 行 役 員 児 玉 　 郁 夫

取 締 役（ 社 外 ） 大 久 保 　 昇

取 締 役（ 社 外 ） 江 口 　 英 則

常 勤 監 査 役 増 田 　 隆 之

監 査 役（ 社 外 ） 西 川 　 一 幸

監 査 役（ 社 外 ） 福 井 　 　 賢
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ウチダエスコ株式会社
本社：東京都江東区木場五丁目8番40号
TEL  03-5639-2221  FAX  03-5639-2208

http：//www.esco.co.jp

事業年度 毎年7月21日から翌年7月20日まで

定時株主総会 毎年10月開催

基準日 定時株主総会　　毎年7月20日
期末配当金　　　毎年7月20日
そのほか必要があるときは、
あらかじめ公告して定めた日

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵便物送付先） 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電話照会先） 0120-782-031

公告方法 当社のホームページに掲載する。
http://www.esco.co.jp

上場証券取引所 大阪証券取引所　ジャスダック市場

株主メモ
当社WEBサイトのご案内

【株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について】
証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出および
ご照会は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口座
を開設されていない株主様は、上記の電話照会先にご連絡ください。

当社では、最新のニュースやIR情報、サービス情報など当
社をご理解いただくための様々な情報をホームページにて
ご提供しています。是非ご覧ください。

ウチダエスコ 検 索検 索
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